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長年の功績称え表彰 	 P2 
4月10日は県議選投票日 	 P3 
よい子の作品 	 p4 
町民スキー大会 	 P5 
嘉瀬老人福祉センター完成 	 P6 
戸籍の窓 	 P7 
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2月28日現在 前月比 

人 口 14,519人 ＋14 

男 7,088人 ＋16 

女 7,431人 -2 

世帯数 3, 940世帯 ＋ 4 

人
ロ
と
世
帯
数
 

主

な
内

容
 

轟音響かせ 
大空高く舞う 
日本一の津軽凧 

舞
 

冬
の
風
物
詩
、
た
こ
あ
げ
大
会
が
さ
る
ニ
月
ニ
十
七
日
、
中
央
公
民
館
前
広
場
に
町
内
外

か
ら
約
三
百
人
の
“
津
軽
凧
フ
ァ
ン
〉
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
 

こ
の
日
は
、
時
折
突
風
が
吹
き
つ
け
る
な
ど
絶
好
の
た
こ
あ
げ
日
和
。
参
加
者
た
ち
は
、
 

こ
の
日
の
た
め
に
丹
精
込
め
て
作
っ
た
自
慢
の
“
た
こ
”
を
懸
命
に
操
っ
て
い
た
。
 

こ
の
日
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
 “日
本
一
の
津
軽
凧
一
。午
後

一
時
、
観
衆
が
か
た
ず
を
の
ん

で
見
守
る
な
か
、
“風
”
を
待
つ
こ
と
三
十
分
、
“そ
う
ら
来
た
《
と
合
図
の
旗
が
振
り
降
ろ
さ

れ
る
と
同
時
に
、
二
十
人
が
か
り
で
“
た
こ
糸
〉
な
ら
ぬ
“
ロ
ー
プ
〉
を
引
っ
張
る
と
、
グ

ン
グ
の
轟
音
を
響
か
せ
な
が
ら
重
さ
五
十
キ
ロ
の
勇
壮
な
武
者
絵
が
大
空
高
く
舞
い
あ
が
り
、
 

会
場
は
感
激
と
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
て
い
た
。
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意
見
を
出
し
合
う
農
業
青
年
 

農業青年大いに語る 

経営の安定に向って 

活発に討論 

長
年
の
功
績
称
え
表
彰
 

昭
和
5
7年
度
褒
賞
授
与
式
 

さ
る
三
月
一
日
、
役
場
会
議
 
神
島

俊
治

（
町役
場
勤
続
2
0
 

室
で
昭
和
五
十
七
年
度
金
木
町
 

年
以
上
）
杉
山
義
光

（
同
）
水

褒
賞
授
」」
プ
式
が行
わ
れ
、
一
一
十
 
上
喜
美
枝
（
金
木病
院
勤
続
2
0
 

六
名
の
方
々
に
記
念
品
を
贈
り
 

年
以
上
）
今
照
子

（
同
）
宮
崎

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ま
 

初
太
郎
（
行政
協
力
委
員
1
5年
）
 

し
た
。
 

〈
特
別
功
労
褒
賞
〉
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

秋
谷
正
義
（
共
済
組
合
理
事
 

〈
自
治
功
労
褒
賞
〉
 

1
5年
以
上
）
津
田
秀
彦
（
同
）
 
 

吉崎助役から褒賞を贈られる田中豊忠さん 

秋
村
米
太
郎

（
同
）
泉
谷靖
男
 

（
金
木農
協
勤
続
2
0年
以
上
）
 

木
下
ミ
エ
子

（
同
）
木下
一
一
一
 

（
献血
8
6回
）
田
中
豊
忠

（
同
 

4
9回
）
川
口
武
雄

（同
3
7回
）
 
 太

田
義
三

（同
4
0回
）
小
野
春

光
（
同
3
5回
）
秋
元
直
衛

（
同
 

3
5回
）
棟
方
一
成

（
同3
4回
）
 

白
川
俊
明

（
同3
0回
）
吉
田
米

五
郎
（同
3
3回
）
佐
々
木
勇
（
同
 

3
3向
）
吉
崎
清
蔵

（
消
防団
員
 

3
0年
以
上
）
高
橋
文
彦
（
尾
野

病
院
勤
続
2
0年
以
上
）
大
橋
和

夫

（
同
）成
田
ユ
キ

（
同
）
高

橋
玲
子

（
同
）
中
元
久
（
同
）
 

さ
る
ニ
月
八
日
、
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
 

町
と
農
業
団
体
、
農
業
青
年
の

意
見
交
換
会
が
開
か
れ
、
参
加

者
か
ら
活
発
な
意
見
が
相
次
い

で
い
ま
し
た
。
 

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
は
、
農
家
の
意

見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
ー
 

と
、
町
や
普
及
所
、
各
農
協
な

ど
の
担
当
者
と
農
業
後
継
者
ら

約
三
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ

た
も
の
で
す
。
 

意
見
交
換
に
先
立
ち
、
古
川

町
長
が

「皆
さ
ん
の
意
見
を
行

政
に
反
映
し
て
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
り

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
出
席
者

の
紹
介
を
し
た
後
、
意
見
交
換

に
入
り
、
農
業
青
年
た
ち
か
ら

は
、
 「
農業
機
械
の
共
同
利
用
 
 促

進
を
ー
」
「遊
休
畑
活
用
方
策

を
ー
」
「営
利
追
求
だ
け
で
な
く

農
家
経
済
序
考
え
た
農
協
に

ー
 

な
ど
の
意
見
や
要
望
が
続
出
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
農
協
や
普

及
所
な
ど
か
ら
は

「
今年
度
の

一
等
米
比
率
が
高
い
の
は
天
候

に
恵
ま
れ
た
せ
い
で
も
あ
る
。
 

来
年
度
も
同
じ
管
理
で

一
等
米

が
多
く
で
る
と
い
う
安
易
な
気

持
ち
に
な
る
と
難
し
い
」
と
、
 

管
理
の
甘
さ
を
指
摘
。
 「農
業
 
 所

得
向
上
に
は
、
共
同
作
業
体

系
の
確
立
が
急
務
で
町
の
協
力

が
必
要
一
「
複
合
農
業
の
経
営

安
定
実
現
の
た
め
畑
地
三
百
加

の
活
用
で
攻
め
の
農
業
を

ー
」
 

「
農協
は
企
業
の
考
え
方
で
な

く
、
農
家
に
密
着
し
た
農
協
ら

し
さ
を
取
り
戻
す
」
な
ど
と
応

答
。
農
業
経
営
の
安
定
を
求
め

て
今
後
も
意
見
交
換
を
行
い
、
 

町
の
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
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立
会
演
説
会
は
 

4
月

8
日
ト
レ
セ
ン
で
 

在
者
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
こ
 

て
く
だ
さ
い
。
自
宅
で
投
票
が
 

こ
の
場
合
、
転
出
先
の
戸
籍

と
に
な
り
ま
す
が
、
出
稼
者
の
 
で

き
ま
す
。
 

係
か
ら
転
出
後
異
動
し
て
い
な

代
理
と
し
て
家
族
の
方
で
も
請
 
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
 

い
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け

求
で
き
ま
す
か
ら
、
仕
事
先
の
 
で

き
る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
 

そ
れ
を
、
投
票
所
に
持
参
し
て
 

北
郡
選
出
議
員
候
補
者
の
立
 
住
所

を
確
認
し
、
印
鑑
を
持
っ
 

帳
に
両
下
肢
若
し
く
は
体
幹
が
 

く
だ
さ
い
。
 

会
演
説
会
は
、
四
月
三
日
か
ら
 

て
町
選
管
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

八
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
 
請
求
は

今
か
ら
で
も
でき
ま
す
。
 

町
で
は
四
月
八
日

（金
）
午
後
 

ま
た
、
投
票
日
に
や
む
を
得

七
時
よ
り
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
 

な
い
用
事
等
で
投
票
所
へ
行
け

グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
か
れ
 

な
い
人
は
三
月
ニ
十
九
日
か
ら

ま
す
。
 

四
月
九
日
ま
で
の
間
、
毎
日
午

政
見
を
聞
い
て
立
派
な
候
補
 
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
 

者
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

ま
で
町
選
管
で
不
在
者
投
票
が
 

引
き
続
き
県
外
で
仕
事
を
さ
れ
 
重
度

の
身
体
障
害
者
で
、
投

る
方
は
、
仕
事
先
の
選
管
で
不
 
票
日

に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
の

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

で
き
な
い
方
は
、
郵
便
に
よ
る

こ
の
場
合
、
町
の
選
管
へ
不
 
不
在
者

投
票
の
制
度
を
利
用
し
 

不
在
者
投
票
 

四
月
に
入
る
と
出
稼
ぎ
か
ら

帰
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
 

「地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健

全
育
成
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
 

ー
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
昭

和
五
十
七
年
度
西
北
五
社
会
教

育
振
興
大
会
が
、
さ
る
三
月
四

日
、
管
内
の
関
係
者
約
三
百
人

が
出
席
し
て
町
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
青
少
年
健
全
育
成
に

向
け
て
熱
心
に
討
論
し
て
い
ま

し
た
。
 

一
級
ま
た
は
三
級
と
記
載
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
で
す
。
 

自
分
も
？
と
思
わ
れ
る
方
は

町
選
管
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

県
内
転
出
者
の
 

選
挙
権
 

当
町
の
永
久
選
挙
人
名
簿
の

登
録
者
は
県
内
に
転
出
し
た
方

で
も
四
カ
月
経
過
し
て
い
な
い

場
合
、
金
木
町
で
投
票
が
で
き

ま
す
。
 

こ
の
大
会
は
、
西
北
五
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
て
開
い
た
も
の
で
、
古
川
町

長
も
来
賓
と
し
て
出
席
。
 「
次

代
を
担
う
青
少
年
の
非
行
防
止

は
、
国
民
す

べ
で
の
願
い
で

す
。
地
域
全
体
が

一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
①
行
政
と
青
少
 
 年

健
全
育
成
の
あ
り
方
②

P
T
 

A
と
青
少
年
健
全
育
成
の
あ
り

方
③
少
年
団
体
と
青
少
年
健
全

育
成
の
あ
り
方
④
地
域
と
青
少

年
健
全
育
成
の
あ
り
方

ー
の
四

分
科
会
に
分
か
れ
て
討
論
。
①

市
町
村
と
育
成
団
体
の
調
整
、
 

青
少
年
対
策
に
つ
い
て
②
P
T
 

A
の
地
域
活
動
に
対
す
る
教
師

の
協
力
体
制
や
父
母
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
体
制
③
指

導
者
の
養
成
と
地
域
住
民
の
協

力
、
さ
ら
に
子
ど
も
会
に
対
す

る
中
学
校
側
の
協
力
や
各
種
育
 
 成

団
体
の
横
の
連
絡
④
町
内
会

と
育
成
団
体
の
か
か
わ
り
合
い
 

ー
な
ど
と
い
っ
た
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
活
発
に
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
 

各
分
科
会
の
あ
と
中
谷
教
育

長
を
講
師
に
講
評
。
参
加
者
た

ち
は
、
学
校
、
家
庭
教
育
の
重

要
性
を
新
た
に
認
識
す
る
と
と

も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年

健
全
育
成
の
環
境
を
つ
く
り
、
 

社
会
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

~’ 皿 ノI、 I、 d、 ’ノ 

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
 

4
月
1
0日
投
票
日
 

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
三
月
ニ
＋
九
日
告
示
、
四
月
十
日
が
投
票
日
で
す
。
 

二
月
に
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
の
当
町
の
投
票
率
は
五
十
ニ
％
と
大
変
低
く
、
特

に
若
い
人
の
棄
権
が
め
だ
ち
ま
し
た
。
 

私
た
ち
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
権
利
で
あ
る

一
票
を
無
駄
に
し
た

く
な
い
も
の
で
す
。
 

で
き
ま
す
。
 

郵
便

に
よ

る
 

不
在

者
投
票
 

青
少
年
の
非
行
防
止
は
 

地
域
ぐ
る
み
で
 

酉
北
五
社
会
教
育
振
興
大
会
 

熱心に討論する参加者一第三分科会で 
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嘉瀬小 6年 山 中 

子
 

紀

自
 

登
嘩
“
 

藤
 

伊
 競

騒
学
 

.n
'
 

鋳
笛
を

吹
く
友
達
 

！
獣
喜
 

川嫌
理
文
子
 

金木小 2年 さとう さちの 

た
こ
あ
げ
大
会
入
賞
者
 

▽
町
内
一

・
一一
枚
の
部
 

①
佐
藤
寛
文
②
中
西
美
奈
子

③
塚
本
博
隆
 
努
力
賞
I
津
谷

治
、
須
郷
雄
史
、
嶋
海
智
子

▽
町
内
四
枚
以
上
の
部
 

特
別
賞
廿
米
塚
隆
二
 
①
角

田
徳
光
②
成
田
登
③
荒
関
正
一

努
力
賞
・
中
西
清
彦
、
津
島
義

行
、
中
西
直
義
、
白
川
民
雄

▽
町
外
四

・
八
枚
の
部
 

特
別
賞
I
大
西
英
雄
（
五
所

川
原
市
）
石
林
光
輝
（
鶴
田
町）
 

①
菊
地
 
明
（
藤
崎
町
）
②
木

村
正
五
郎
（
同
）
③
工
藤
光
秋
 

（五
所
川
原
市
）
 

▽
十
ニ
枚
以
上
の
部
 

特
別
賞
I
加
福
盛
香
園
（
五

所
川
原
市
）
①
坂
本
治
美
（
鶴

田
町
）
②
佐
々
木
勇
造
（
板
柳

町
）
③
佐
藤
節
夫
（
弘
前
市
）
 

備
 

一
 
」
 

一
 

奪柳 ‘ ー ー ~ 

鱗 
000

0  ,  0 
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にわとりと 

くじゃく 

第四保育所 

くわた・けんじ 

(4歳） 

みんな 、 
の広場 

栄
光
を
称
え
2
9名
に
授
与
 

金
木
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
 

入I二1呼吸法をマスター 

さ
る
ニ
月
二
十
八
日
、
中
央

公
民
館
に
お
い
て
昭
和
五
十
七

年
度
金
木
町
ス
ポ
ー
ッ
賞
授
与

式
が
行
わ
れ
、
中
谷
教
育
長
か

ら
今
年
度
活
躍
し
た
次
の
方
々

に
記
念
の
メ
ダ
ル
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

沢
田
晴
美
廿
金
高
教
員

・
ス

キ
ー
選
手
育
成
 
相
馬
伸
光
I
 

南
中
教
員
・
ス
キ
ー
選
手
育
成

古
川
ゆ
か
り
I
木
高
・
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
 
高
松
満
I
金
高

・
陸

上
競
技
 
古
川
幹
人
、
木
村
春

彦
ー
以
上
金
高
・
重
量
挙
 
工

藤
り
つ
子
ー
金
中
‘
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
 
大
橋
一
人
ー
南
中

・
ス

キ
ー
 
小
松
馨
、
古
川
尚
宏
、
 
 松

田
哲
明
、
原
田
信

一
、
黒
川

正
明
、
棟
方
琴
一
、
岡
田
英
樹
 

I
以
上
南
中
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

津
島
幸
秀
、
安
田
強
、
黒
滝
順

治
、
工
藤
輝
光
、
楠
美
公
一
郎
 
 斎

藤
彦
人
、
田
中
諭
、
柳
沢
忠

一
、
加
賀
谷
尚
、
斎
藤
真
明
、
 

川
村
真
慶
、
吉
田
智
幸
、
松
尾

忠
則
、
川
村
晃
司

廿
以
上
金
中

野
球
 

「健
康
で
明

る
い
家
庭
づ
く

り
に
広
い
知
識

を
身
に
つ
け
よ

う
ー
」
と
、
昨

年
十
二
月
に
開

講
し
て
以
来
、
 

各
種
の
学
習
会
 
 ゃ

施
設
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い

る
金
木
町
中
央
婦
人
学
級
で
は

さ
る
二
月
十
日
、
中
央
公
民
館

で
人
口
呼
吸
法
の
講
習
会
を
開

催
。
金
木
消
防
署
員
を
講
師
に

参
加
し
た
約
三
十
人
の
婦
人
た

ち
は
「
万
一
に
備
え
て
ー
」
と

熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

署員の手ほどきを受ける婦人たち 

「みんなの広場」はあなたが
つ＜るページです。話題など

ありましたら企画室まで

ご連絡下さい0 
いつでも取材に伺います。 



◆
・
鼻
 

第
2
5回
町
民
ス
キ
ー
大
会
 

(5） 金オこ：だよ‘J 

第
二
十
五
回
金
木
町
民
ス
キ
 

ー
大
会
が
、
さ
る
二
月
十
三
日

嘉
瀬
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
約

二
百
六
十
人
の
選
手
が
参
加
。
 

距
離
競
技
な
ど
四
種
目
に
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
一
週
間
後
の
ニ
十
日

に
は
雪
不
足
に
よ
り
延
期
さ
れ

て
い
た
第
七
回
北
五
小
学
校
ス

キ
ー
大
会
が
、
川
倉
流
れ
山
ス

キ
ー
場
で
開
か
れ
十
一
校
が
参

加
。
当
町
の
児
童
た
ち
は
寒
さ

に
も
め
け
ず
大
健
闘
。
川
倉
小

が
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
 

I
回
転
I
 
▼
小
学
校
男
子

①
古
川
貴
久

（
嘉
瀬）
②
浅
利

敏
実
（
川
倉
）
③
桑
田和
仁
（
 

喜
良
市
）
④
荒
井
公
章
（
金
木）
 

⑤
神
雅
人
（
嘉
瀬
）
⑥
丹
場
将

人
（
金
木
）
マ
同
女
子
 
①
中

谷
公
美
（
金
木
）
②
泉
谷光
志
 

（川
倉
）
③
伊
藤弘
美
（
嘉瀬
）
 

④
中
谷
桂
子
（
川
倉
）
⑤
山
中

恵
（
嘉
瀬
）
⑥
泉
谷
真
奈
美
（
 

川
倉
）
マ
中
学
校
男
子
 
①
西

村
伸
彦
②
斎
藤
修
一
③
田中
芳

彦
（
以
上
金
木
）
▼
同
女子

①
白
川
あ
さ
子
（
金
木
）
マ
高

校
一
般
男
子
一
部
 
①
小山
内

実
章
②
松
本
州
弘
マ
ー
般
男
子
 

、

・
、
、

、
、，

 ・
  

《
 

二
部
 
①
伊
藤
永
慈
②
葛
西
一

省
③
飯
塚
均
④
鎌
田
由
弘
⑤
其

田
裕
行
⑥
伊
藤
一弘
▼
同
三
部

①
其
田
秀
幸
②
斎
藤
正
悦
③
松

橋
富
秋
▼
高
校
一
般
女
子
一
部

①
中
谷
ゆ
か
り
▼
一
般女
子
一一

部
 
①
其
田
る
り
子
②
泉
谷
加

千
子
③
其
田
文
子
 

〔
距
離〕
マ
男
子
四
年
 
①

中
谷
勝
美
④
中
谷
貴
美
⑤
中
谷

望
（
以
上
川
倉
）
マ
同
五
年

①
古
川
純
一
 
（
喜良
市
）
②
三

橋
諭
③
其
田
啓
吾
④
泉
谷
光
哉
 

（以
上
川
倉
）
⑤
原
田
桂
吾
（
 

嘉
瀬
）
▼
同
六
年
 
①
斎
藤
真

樹

（
金
木）
②
中
谷
基
予
老
由

泉
谷
慶
志

（以
上
川
倉
）
▼
女

子
四
年
 
①
田
中愛
里
口
崎
奈

々
子
（
以
上
嘉
瀬
）
③
小
野
由

美
子
（
喜
良
市
）
④
竹
内
千
里

⑤
泉
谷
真
吏
⑥
泉
谷
美
好
（
以

上
川
倉
）
マ
同
五
年
 
①
木
村

真
紀
②
山
中
真
理
子
（
以
上
嘉

瀬
）
③
田
中
真
琴

（
喜
良
市
）
 

⑤
黒
滝
美
千
代

（川
倉
）
⑥
芳

村
美
和
子
（
喜
良
市
）
マ
同
六

年
 
①
泉
谷
麻
紀
子
②
原
田
雅

子
（
以
上
川
倉
）
③
山
中
美
奈

子
（
嘉
瀬
）
④
外
崎
恵
実
子
（
 

I
ジ
ャ
ン
プ
I
 
▼
小
学
校

①
伊
丸
岡
忍
（
喜
良
市
）
②
小

山
内
順
也
（
嘉
瀬）
③
葛
西
拓
 

（
喜
良
市）
④
西
村
徹
（
喜良

市
）
⑤
小
松
照
正
（
嘉
瀬
）
⑥

柏
谷
伸
也

（金
木
）
 

I
距
離
I
 
マ
小
学
校
男
子

①
木
村
文
俊

（
嘉瀬
）
②
泉
谷

慶
志

（川
倉
）
土
岐
純
也
（
嘉

瀬
）
④
須
崎
豊
（
喜
良
市
）
⑤
 

川
倉
）
⑤
大
橋
美
香
子

（
喜良

市
）
 

〔
回
転〕
男
子
四
年
 
①中

谷
望
（
川
倉
）
②
黒
川
幸
人
（
 

嘉
瀬
）
▼
同
五
年
 
②
浅
利
敏

実
④
其
田
啓
吾
⑤
泉
谷
光
哉

（
 

以
上
川
倉
）
マ
同
六
年
 
⑤工

藤
一
誠

（金
木
）
⑥
古
川
貴
久
 

（
嘉瀬
）
▼
女
子
四
年
 
①
中

谷
桂
子
②
泉
谷
真
吏
（
以
上
川

倉
）
③
山
中
恵
（
嘉
瀬
）
④
小

野
由
美
子

（
喜
良
市
）
⑤原
田

准
子
（
嘉
瀬
）
⑥
泉
谷
真
奈
美
 

（川
倉
）
▼
同
五
年
 
①中
谷

真
紀
子

（川
倉
）
②
大
橋
史
代
 

（
喜
良
市）
③
伊
藤
弘
美
（
嘉

瀬
）
④
中
谷
貴
美
争

（川
倉
」
 

⑤
山
中
和
香
子
（
嘉
瀬
）
▼
同

六
年
 
③
中
谷
公
美
（
金
木
）
 

④
原
田
雅
子
⑤
泉
谷
光
志
⑥
中

谷
展
子

（以
上
川
倉
）
 
 

斎
藤
真
樹

（金
木
）
⑥
「
属
諭
 

（川
倉
）
▼
同
女
子
 
①
泉谷

麻
起
子
（
川
倉
）
②
原
田
雅
子
 

（川
倉
）
③
山
中
美
奈
子

（
嘉

瀬
）
④
外
崎
恵
美
子
（
川
倉
）
 

⑤
其
田
美
代
子

（川
倉
）
⑥
沢

田
美
代
子
（
喜
良
市
）
▼
中
学

校
男
子
 
①
大
橋
一
人
②
柴
田

薫
③
古
川
嘉
昌
岡
田
戒
⑤

桑

田
昌
佳
⑥
大
橋
淳
哉
（
以
上
金
 

〔
飛躍
〕
▼
四
年
 
①
桑
田

和
仁
（
喜
良
市
）
②
沢
田
渉
③

木
下
貴
樹

（
以
上
嘉
瀬）
④
一1
1
 

上
真
澄

（
喜良
市
）
⑤
三
上
耕

治

（
金
木
）
マ五
年
 
①
古
川

純
一
④
西
村
徹
（
以
上
喜
良
市
）
 

⑤
小
松
照
正
（
嘉
瀬
）
⑥
加
賀

谷
武
志

（
喜良
市
）
▼
六
年

①
須
崎
豊
②
伊
丸
岡
忍
（
以
上

喜
良
市
）
④
中
野
拓
次⑤
小
山

内
順
也
⑥
古
川
貴
久
（
以
上
嘉
 
 木

南
）
▼
一
般
男
子
一
部
 
①

神
島
敬
一
▼
同
ニ
部
 ①
小
山

内
道
也
 

I
リ
レ
ー
‘
 
マ
小
学
校
男

子
 
①
嘉
瀬
A
②
川
倉
A
③
川

倉
B
④
喜
良
市
A
⑤
嘉
瀬
B
⑥

喜
良
市
B
▼
同
女
子
 
①
川
倉

②
嘉
瀬
A
③
喜
良
市
A
④
嘉
瀬
 

B
⑤
喜
良
市
B
⑥
金
木
●
一
般

の
部
 
①
今兼
レ
ー
シ
ン
グ
 

瀬
）
 〔

リ
レー
〕
▼
男
子
 
①
喜

良
市
 
②
川
倉
 
③
 
嘉
瀬

マ
女
子
 
①川
倉
 
②
嘉
瀬

③
喜
良
市
 
⑥
金
木
 

▼
男
女
総
合
 ①
川
倉
 
②

喜
良
市
 
④
嘉
瀬
 
マ
女
子
総

合
 
①
川
倉
 
②
嘉
瀬
 
③
喜

良
市
 
，
男
女
総
合
 
①
川
倉

②
嘉
瀬
 
③
喜
良
市
 

闘 

第
7
回
北
五
小
学
校
ス
キ
ー
大
会
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経営確立に知識を深める 

せ
ん
き
ょ
の
知
識
＠
 

寄
付

の
禁
止
 

候
補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う

と
す
る
人
は
、
選
挙
区
内
の
人

に
対
し
て
、
い
か
な
る
名
義
で

あ
っ
て
も
寄
付
を
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
そ
の
寄
付
が
選

挙
に
関
係
あ
る
か
ど
う
か
ゃ
時

期
に
関
係
な
く
禁
止
さ
れ
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
，
有
権
者
が
寄
付

を
勧
誘
し
た
り
要
求
す
る
こ
と

も
讐
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

例
え
ぱ
、
①
葬
式
の
香
典
、
 

花
輪
 
②
団
体
旅
行
の
奇
付
や

差
し
入
れ
 
③
お
祭
の
寄
付
や

酒
 
④
出
産
、
人
学
、
卒
業
の

お
祝
金
 
⑤
結
婚
の
お
祝
金
等

を
要
求
し
た
り
、
寄
付
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
訳
で
す
。
 

し
か
し
、
結
婚
式
に
招
か
れ

た
場
合
そ
れ
が
会
費
制
で
あ
れ

ば
会
費
を
支
払
っ
た
り
、
料
理

に
み
あ
っ
た
実
費
を
支
払
う
の

で
あ
れ
ば
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
 

ま
た
例
外
と
し
て
は
、
①
政

党
ゃ
、
政
治
団
体
 
9
候
補
者

の
親
族
 
の
峡
補
片
が
専
ら
政
 

治
L
の
主
義
に
よ
っ
て
行
う
講

習
会
等
の
必
要
ゃ
む
を
得
な
い

実
費
の
補
償
と
し
て
す
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
限
の
中

で
寄
付
で
き
ま
す
。
 

間
 
選
挙
区
内
の
選
挙
人
を
遊

覧
地
に
招
待
し
、
見
物
さ
せ

る
こ
と
は
ど
う
か
。
 

答
 
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
行
わ
れ
た
寄
付
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
で
き
な
い
。
 

間
 
候
補
者
が
寄
付
を
し
て
は

い
け
な
い
な
ら
妻
や
後
援
会

の
名
義
で
す
る
の
は
ど
う
か
。
 

答
 
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず

禁
止
さ
九
る
。
 

熟
心
に
学
習
す
る
参
加
者
 

待
望
の
 

嘉
瀬
老

人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
完
成
 

昨
年
十
月
か

ら
L
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
嘉

瀬
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
こ
の

ほ
ど
完
成
。
憩

の
家
が
火
災
に

遭
っ
て
以
来
、
 

集
会
な
ど
に
不

便
を
来
し
完
成

を
待
ち
こ
が
れ
 

．い
た
だ
け
に

右
年
寄
り
ら
は

大
喜
び
で
し
た
。
 

，

・
 

金木町農業大学講座 

さ
る
三
月
ご
．日
、
四
日
及
び

九
日
の
三
日
間
、
役
場
会
議
室

に
お
い
て
金
木
町
農
業
大
学
が

開
講
さ
れ
、
約
七
十
人
の
農
家

の
人
た
ち
が
参
加
、
熱
心
に
学

習
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
講
座
は
、
早
く
も
今
年

の
異
常
天
候
が
心
配
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対
応

し
安
定
し
た
農
業
経
営
確
立
の

た
め
知
識
を
深
め
よ
う
ー
と
、
 

開
か
れ
た
も
の
で
す
。
講
座
に

先
立
ち
、
古
川
町
長
ら
が
、「
今

年
も
冷
害
の
予
想
を
す
る
方
も
 
 あ

る
が
、
農
家
の
創
意
と
工
夫

を
結
集
し
て
立
ち
向
お
う
」
と

あ
い
さ
つ
、
参
加
者
を
激
励
し

ま
し
た
。
 

初
日
の
三
日
は
、
金
木
地
区

農
業
改
良
普
及
所
技
師
の
木
村

孝

一
さ
ん
が
、
 「五
十
八
年
の

稲
作
と
健
苗
育
成
」
、
県
営
農

大
学
校
の
工
藤
畑
作
園
芸
課
長

が
、
 「畑
作
物
の
主
産
地
形
成

を
す
る
に
は
」
と
題
し
て
講
演

を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
木
村

さ
ん
は
、
健
苗
づ
く
り
の
大
切

さ
を
訴
え
、
 「
今年
も
冷
害
が

心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
．.
.
 

年
問
の
経
験
を
生
か
し
て
取
組

む
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
て

い
ま
し
た
。
 

二

H
Hの
四
H
は
、
県
農
業

指
導
課
専
門
技
術
員
の
今
恵
子

さ
ん
が
、
 「白
給
生
産
物
五
十

万
円
を
め
ざ
し
て
」
、
板
柳
町

の
渡
部
忍
塚
師
が
、
 「農
村
に

お
け
る
成
人
病
と
、
健
康
で
長

生
き
す
る
た
め
に
」
と
題
し
て

講
演
。
農
薬
が
人
休
に
与
え
て

い
る
隊
f
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
 
 な

が
ら
の
渡
部
医
師
の
講
演
に

参
加
者
は
、
農
薬
の
恐
し
さ
を
 

．
馴
か
み
し
め
て
い
た
よ
う
で

し
た
。
 

さ
ら
に
，,
.H目
の
九
日
は
、
 

気
象
評
論
家
の
和
m
英
夫
先
生

が
、
 「
異常
犬
候
、
今
年
は
ど

う
な
る
か
」
、
東
奥

H
報
社
五

所
川
原
支
局
艮
の
伴
孝
さ
ん
が
 

「記
者
か
ら
見
た
社
会
の
動
き
」
 

と
題
し
て
講
演
し
主
し
た
。
 

税
金
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か？

・
 

納
税
は
、
私
た
ち
町
民
の
義
務
で
す
。
納
め
忘
れ
を
し

て
い
な
い
か
、
ら
つ
 
「J
m認
し
て
み
ま
し
よ
う
。
 



口
 

窓
 

の
 

籍
 

J

戸
 

》
一
 一

 お
め
で
と
う
 

四
月
か
ら
五
、八
三
〇
円
に

上
が
る
保
険
料
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
現
在

月
額
五
、
一
一二
〇
円
で
す
が
、
 

四
月
か
ら
五
、
八
三
〇
円
に
変

わ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
老

齢
年
金
の
受
給

者
が
増
え
続
け

て
い
く
の
と
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せ 
国民健康保険証の 

更新をお忘れなく 

お
知
ら
 

愛犬の

登録と 

予防注射を．ク 

現在使用している国民健康保険

証は、 4 月1日から使用できなく

なります。 

このため、次の日程により保険

証の更新を行いますので、国民健

康保険加入者は、必ず更新するよ

うお知らせします。 

＠持参するもの 

国民健康保険被保険者証 

〈保険証の更新日程〉 

●3月22日（火）嘉瀬公民館 

（嘉瀬・中柏木地区） 

.3月23日（水） 喜良市生改セン 

ター（喜良市地区） 

■3 月24日（木） 蒔田老人憩の家 

（神原・蒔田・下沢部地区工 

■3 月25日（金） 川倉老人憩の家 

（川倉・藤枝地区） 

■3 月28日（月） 役場保険課 

（金木・上沢部地区） 

※時間は、午前 8時30分から午後 

3 時30分までですが、 3月28日に

限り午後 4 時まで受付します。 

なお、日程当日に更新できなか

った方は、 3月29日（火）から31日 

（木）の間に役場保険課で更新して

ください。 

次の日程で、犬の登録と狂犬病

予防注射を行いますので、愛犬に

必ず受けさせてください。 

＠当日持参するもの 

印鑑と料金（登録料 2,100円、 

注射料1,240円、注射済票360円） 

=＝ 日 

■4 月12日（火） 

01o時～11時20分＝＝喜良市生活

改善センター前 011時25分～11 
時50分一双葉町、桑田昭夫宅前 

013時～14時一嘉瀬公民館前 0 
・14時10分～14時40分一旧嘉瀬銀映 

■4 月13日（水） 

01o時～10時30分＝川倉、白川

豊太郎宅前 01o時45分～11時10 
分＝＝沢部、白寛建設前 011時15 
分～11時35分一蒔田屯所前 011 
時40分～11時55分一神原、前田商

店前 013時～13時30分一大東ケ

丘山の家前 

■4 月14日（木） 

01o時～10時30分一湯の川、田

中徳治宅前 0lo時35分～11時＝= 
藤枝、工藤弥ー郎宅前 011時10 
分～11時45分一若松町 招魂堂前 

013時～13時30分＝・岩見町神社内 

013時40分～14時一中柏木、吉崎

繁勝宅前 

■4 月15日（金） 

01o時～14時一金木町役場前 

保育所入所児童

再募集．ク 
昭和58年度保育所入所児童を次

のとおり再募集いたします。 

●募集人員 

第一保育所 	 19名 

第二保育所 	 2 名 

第三保育所 	 22名 

■募集期間 

3月25日まで 

■申込先 

役場民生課 脅3-2111内線18 

通信制で生涯教育を．ク

入学生募集中 

県立弘前高校通信制では、昭和 

58年度入学者を募集しています。 

働きながら学ぼうという向学心

のある人達に高校教育の機会を与

えているのが通信教育で、現在、 

全国で約13万人の勤労学生が仕事

と勉強に励んでいます。 

出願は 4 月7 日（木）までですが

学習方法など詳しいことは下記へ

おたずねください。 

弘前市新寺町1番地 

県立弘前高校通信制 

雪 0177-32-9424 

朝野球参加チーム募集中 

金木町朝野球協会では、昭和58 
年度朝野球選手権大会の参加チー 

ムを募集しています。 

参加希望チームの代表者は、参

加米業二万円を添えて 3月23日まで

に事務局（角田靴スポーツ店）ノ＼

お申込みください。 

少年非行防止標語集②％ 

〇乱れた服装非行のきざし 	 金木中 2年 

〇ちょっと待て何かをする前考えよ 

〇やめよう無免許命のむだ使い 

〇ちょっとだけという気持ちが非行を招く 

〇ちょっと待て何かをする前考えよ 

のやめ上う」旺癖1許命のむ t.料申い 
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